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結婚・ 出産・ 子育ての希望がかない、

子ども が笑顔で健やかに育つ社会の実現

政策4

子育て

子ど も と 子育てにやさ し いま ち を 目指し 、 ラ イ フ ステージに応じ た切れ目のない支援によ り 、

希望する人が安心し て結婚し 、 子ども を 産み育てるこ と ができ る新潟市を つく り ます。

一人一人の「 子ど も の最善の利益」 と 子ど も の権利保障を 第一に考えながら 、 子ど も は社会の

宝である と いう 認識のも と 、 地域や企業などと と も に、 社会全体で子育てに温かい環境を 築く こ

と により 、 新潟の将来を 担う 子ども たちが笑顔で健やかに育つ環境を 整えていき ます。

基本的方向

新潟市の現状 / 将来を 見据え た課題

いずれ結婚し たいと 考えている 方は多い 夫婦が理想と する 子ども の人数

○令和2 （ 2 0 2 0 ） 年の新潟市の5 0 歳時未婚率は男性

2 7 .6 ％、 女性1 8 .2 ％と 、 いずれも 上昇傾向にあり ま

す。 一方、 独身者のう ち「 いずれ結婚し たい」 と 考

えている方は7 割以上に上り ます。

○結婚の希望を かなえら れない理由と し ては、 適当な

相手にめぐ り 会わない、 経済的な余裕がないと いっ

たこ と が多く 挙げら れています。

○夫婦の理想と する子ども の人数と 実際にも つ予定の

子ども の人数には差があり 、 その理由と し て、 未就

学児保護者、 小学生保護者それぞれ違いはある も の

の、 出産や教育にかかる 経済的負担の大き さ や仕事

と 子育ての両立の困難さ が挙げら れています。

○理想と 現実のギャ ッ プを 埋めるためには、 こ れら の

課題解消に向けたラ イ フ ステージに応じ た取組を 推

進すると と も に、 安心し て子ども を 産み育てら れる

環境を構築するこ と が重要です。新潟市における50 歳時未婚割合の推移＊1

出典： 国勢調査（ 総務省） 出典： 新潟市子育て市民アンケート 調査（ 令和4 年度）
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6 各分野の政策・ 施策基本計画

実際にも つ予定の子ども の
人数が理想より 少ない理由

未就学児
保護者

小学生
保護者

大学教育期間において 教育に
関する様々な費用がかかるから

5 6 .3 ％ 4 2 .0 ％

出産費用等の経済的負担が大
き いから

5 0 .4 ％ 2 9 .8 ％

仕事と 子育て の両立が難し い
から

4 1 .2 ％ 3 6 .6 ％

妊娠・ 出産が精神的・ 肉体的
に大変だから

3 5 .3 ％ 3 0 .5 ％

＊1  平成2 7 年および令和2 年は不詳補完値による。 平成2 2 年以前の割合は分母から 年齢不詳を除いて算出。

子育て ・ 教育分野 3
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仕事と 子育ての両立が重要

良好な教育・ 保育環境の確保と 質の向上

核家族化などによ る 育児不安の増大

子ども の権利を 守る 重要性

○新潟市は共働き 率が高いこ と が特徴です。 仕事と 子

育てを 両立し やすい環境を 構築する ために、 幼児教

育・ 保育の提供のほか、 様々な子育て支援サービ ス

を行っ ています。

○子育て世帯の経済的負担を 軽減する ため、 子ども 医

療費の助成、 ひと り 親家庭への支援などに取り 組む

こ と が重要です。

○待機児童を 出さ ずに、 教育・ 保育サービ スを 持続的

に提供し ていく ためには、 人材の確保と と も に、 子

ども の人数が減少する将来を 見据え、 施設の適正配

置に取り 組むこ と が重要です。

○子ども の豊かで健やかな育ちを 確実に支えていく た

めには、 教育・ 保育の質を 確保・ 向上さ せていく こ

と が重要です。

○核家族が増えたこ と などにより 、 産後の不安感の増

大や育児力の低下が生じ ています。 また、 産後う つ

リ スク がある 産婦の割合も 増加傾向にあり 、 こ う し

た妊産婦を含めた支援の充実が求めら れています。

○誰も が安心し て妊娠、 出産、 子育てができ る よ う 、

市民に寄り 添っ たき め細かな相談体制を 構築し 、 リ

スク 発生の未然防止・ 早期発見と 必要な支援を 行っ

ていく こ と に加え、 社会全体が子育てに関心をも ち、

支援するこ と （ 子育ての社会化） が求めら れます。

○子ども の誰も が、かけがえのない、人格と 人権を持っ

た一人の人間と し て尊重さ れ、 今を 豊かに生き 、 成

長発達する 権利を 有し ている こ と 、 そし て、 大人が

こ れを 保障する責務があるこ と を 市民一人一人が理

解するこ と が重要です。

○児童虐待相談対応件数は年々増加傾向にあり 、 緊急

に安全確保が必要な一時保護児童の件数も 増加し て

いる中、 困難な状況にある子ども の権利を守るため、

適切な支援策を講ずるこ と が重要です。

○国による調査では、 7 人に1 人の子ども が相対的な貧

困状態にある と と も に、 親やき ょ う だいなどの世話

を 子ども が担う こ と で、 学業などに支障を 来す状況

に置かれている子ども （ ヤングケアラ ー＊1） の問題

も 顕在化し てき ています。

良好な教育・ 保育環境の確保と 質の向上の取組

（ 国基準よ り 充実し た職員配置下での保育、 職員ミ ー

ティ ングの様子）

児童虐待相談対応件数の推移

出典： 新潟市児童相談所調べ
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＊1  本来、 大人が担う と さ れる家事や家族の世話などを日常的に行っ ており 、 子ども 自身の権利が侵害さ れている可能性がある1 8 歳未満の子ども の

こ と 。
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施　 策

新潟市子ども 条例パンフ レッ ト

各区役所に設置さ れた妊娠・ 子育てほっ と ステーショ ン

婚活支援ネッ ト ワーク による

出会いの場の創出

ネッ ト ワーク 参画団体等

と の情報共有・ 意見交換

○全ての子ども が豊かな子ども 期を 過ごすこ と ができ

る よ う 、新潟市子ども 条例の趣旨を、権利の主体であ

る子ども たちのほか、幅広い市民に普及・ 啓発し ます。

○子ども の権利が侵害さ れたと き に適切に対応でき る

支援体制の構築や、 子ども の意見を 市政に反映さ せ

る取組を進めます。

子ども が有する固有の権利の保障1
○全ての妊産婦が安心し て子ども を 産み育てら れるよ

う 、 新潟市の特色を 活かし 、 妊娠・ 子育てほっ と ス

テ ーシ ョ ン を 中心に、 地域の中で 一人一人に寄り

添っ た相談体制の構築を 進めるほか、 SN S＊1やアプ

リ の活用等、 デジタ ル技術を 活用し 、 必要な人に的

確に届く よう 、 効果的で分かり やすい子育て情報の

発信を行います。

○妊娠・ 出産期の幸福感を 高め、 希望する子ども の人

数を 実現でき る よ う 、 産前・ 産後のケア を 強化し 、

保護者同士や専門機関などと のつながり を 促進する

こ と で、 孤独の解消と 子育てに関する 正し い理解が

深まるよう 支援し ます。

○妊娠・ 出産・ 子育ての各ラ イ フ ステージに応じ た経

済的負担を 軽減する ため、 妊産婦や子ども に対する

医療費の助成等、 それぞれのニーズに応じ た支援に

取り 組みます。

妊娠・ 出産・ 子育て期の包括的な支援3

○良好な教育・ 保育環境の確保に向け、 施設の適正配

置や人材の確保を 進める と と も に、 多様な保育・ 子

育て支援ニーズに対応し 、 必要な方が適切なサービ

スを受けら れるよう 支援に取り 組みます。

○連携拠点園を中心に、 幼児教育・ 保育施設等関係者の

連携を強化するほか、 デジタ ル技術を活用するなど、

現場の負担軽減と 働きやすい職場づく り を進め、 市全

体の教育・ 保育の質の確保・ 向上に取り 組みます。

良好な教育・ 保育環境の確保と 質の向上4

○若者が早い時期から 将来の結婚や子育てのイ メ ージ

を 持ち、 妊娠・ 出産の適齢期を 見据えたラ イ フ デザ

イ ンを考えら れる機会を創出し ます。

○民間事業者と 連携し た出会いの場の創出や、地域を挙

げて結婚を応援する機運の醸成を 図るなど、結婚を望

む人の希望をかなえら れる環境づく り を推進し ます。

○結婚に伴う 不安の解消と 経済的な負担の軽減を 図る

ため、 結婚およびその後の新生活への支援に取り 組

みます。

出会い・ 結婚に対する支援2

施策1 　 出会い から 結婚・ 妊娠・ 出産・ 子育て に

かけ て の切れ目な い 支援

＊1  Soc ia l N e tw ork ing  Se rv iceの略。 イ ンタ ーネッ ト を通じ て、 社会的なネッ ト ワーク の構築を支援するサービス。
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子ども 食堂

3歳児健診の様子

○就労等により 昼間に保護者が家庭にいない児童に対

し 、 適切な遊びや生活の場を 提供するため、 放課後

児童ク ラ ブの整備や狭あい化の解消、 学校や児童館

等と の連携を強化し ます。

○子ども たちが安心し て過ごせる 居場所を 確保する た

め、 既存施設を 活用し 、 地域と の連携を 図り ながら

児童館等を運営し ていき ます。

○地域団体等が運営する子ども 食堂について、 地域の

核と し て子ども を 含めた多世代が交流し 、 安心し て

過ごせる居場所と なるよう 、 必要な支援を行います。

子ども が安心し て過ごせる居場所づく り5

関連する施策
● 学力・ 体力に自信をも ち 、 世界と 共に生き る心豊かな子ども を

育む学校教育の推進　 …P1 3 7
●創造力と 人間力あふれる 市民が学び育つ生涯学習の推進　 …P 1 3 8
●誰も がいき いき と 働き 続けら れる環境づく り 　 …P 1 5 5
●安心し て住み続けら れる良好な住環境の創出　 …P 1 8 9

施策2 　 子ど も や家庭への温も り のあ る 支援

○子ども の将来がその生まれ育っ た環境に左右さ れず、

子ども の安心し て生き る 権利が守ら れる よ う 、 子ど

も の貧困対策に関する取組を着実に推進し ます。

○地域に根差し た活動を 行っ ている子育て支援団体等

と の連携強化によ り 、 子ども の学習機会の確保に取

り 組みます。

○家族の介護等を 担う ヤン グケアラ ーの存在を 幅広く

周知し 、 実態を 把握する と と も に、 関係機関と 連携

し た相談・ 支援体制を構築し ます。

○重大な子ども の権利侵害である 児童虐待に迅速かつ

的確に組織的な対応が行える よ う 、 デジタ ル技術を

活用すると と も に、 児童相談所および子ども 家庭総

合支援拠点職員の専門性向上や体制強化を進めます。

○保護者の適切な養育が受けら れない子ども の健やか

な育ち を 支えるため、 研修等を 含めた包括的な里親

養育支援体制
＊1の構築に取り 組むと と も に、 施設等

の退所後も 自立し た生活を 営むこ と ができ る よ う 、

必要な支援を継続し ます。

○各区の子ど も 家庭総合支援拠点＊2 における ア ウト

リ ーチ＊3型の取組を 推進する など、 課題を 抱える 子

ども や家庭への適切な支援につなげます。

○ひと り 親家庭の自立に向け、 生活や就労について、

SN S等を 活用し た情報発信や相談体制の充実を 図る

と と も に、 支援団体等と の連携を 深め、 交流の場の

提供に努めます。 また、 経済的な安定につながる 支

援に取り 組みます。

○子ども が両親や保護者から 愛さ れ大切にさ れている

と 実感でき る 社会の実現に向け、 養育費や面会交流

などの重要性について、 周知・ 啓発に取り 組みます。

○障がいや発達に心配のある 子ども が安心し て幼児教

育・ 保育施設などを 利用する こ と ができ る体制を 構

築する と と も に、 障がい福祉サービスの充実に努め

るなど、 地域で支援が受けら れる環境を整備し ます。

○乳幼児健康診査などの機会を 捉え、 障がいの早期の

気づき に努めると と も に、 適切に相談支援や療育に

つなぐ こ と で子ども の健やかな育ちを支えます。

○医療的ケア児＊4 と その家族が、 必要と する 支援を 適

切に受けら れるよ う 、 関係機関と 連携し ていく と と

も に、 幼児教育・ 保育施設に看護師を 配置するなど、

支援の体制整備を推進し ます。

子ども の貧困対策と 困難を抱える子ども への支援1

児童虐待の防止と 社会的養育2

ひと り 親家庭への支援3

配慮が必要な子ども や家族への支援4

関連する施策
●男女共同参画の推進　 …P1 1 4
●人権を尊重する 社会の推進　 …P 1 1 6
● 学力・ 体力に自信をも ち 、 世界と 共に生き る心豊かな子ども を

育む学校教育の推進　 …P1 3 7
●地域と の連携による開かれた学びの推進　 …P1 3 9
●障がいの有無によ ら ず安心し て暮ら せる 共生社会の実現　 …P 1 4 8
●生活に困窮する 方に寄り 添っ た自立支援　 …P1 4 9

＊1  何ら かの事情により 、 家族で暮ら すこ と が困難な子ども たちを、「 里親」 が保護者の代わり に自分の家庭で養育する制度において、 里親が行う 養
育を支援するため、 様々な機関や方法を構造化するも の。

＊2  地域の全ての子ども や家庭、 妊産婦等の福祉に関し 、 実情の把握・ 情報の提供・ 相談・ 調査・ 指導・ 関係機関と の連絡調整その他の必要な支援を
行う ための拠点のこ と 。

＊3  生活上の課題を抱えながら 、 自ら 援助にアク セスできない人や家族などに対し て、 訪問や地域での相談、 地域の支援者と の連携などによっ て、 支
援につながるよう に積極的に働きかける取組のこ と 。

＊4  日常生活および社会生活を営むために日常的に医療的ケアが必要な児童のこ と 。
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施策3 　 社会全体で の子育て 支援

関連する施策

●男女共同参画の推進　 …P 1 1 4

●創造力と 人間力あふれる 市民が学び育つ生涯学習の推進　 …P 1 3 8

●誰も がいき いき と 働ける環境づく り 　 …P1 5 5

ファミ リー・ サポート ・ センター提供会員による預かりの様子

○仕事と 子育ての両立のため、 企業等への啓発や支援

を 進める ほか、 男性の家事や育児への参画を 促進す

る など、 産業・ 交流や市民活躍など他の分野の施策

と 一体的に推進し ます。

○子どもは社会の宝であるという 認識のもと、 地域や民間

事業者と の協働により 、 社会全体が子育てに関心を持

ち、 応援する機運の醸成を図ることにより 、 子育ての社

会化（ 子育てに社会全体で取り 組むこと ） を推進します。

社会全体で子育てを応援する機運の醸成1
○医療機関や学校を 含め、 様々な関係機関や地域人材

が有機的に連携し ながら 、 子育てを 重層的に支援し

ます。

○多様な家族形態があるこ と を 前提に、 地域の様々な

人や団体が、 子ども と 子育て家庭への支援に参画で

き るよ う 、 地域における 子ども たち の見守り と 情報

提供を継続すると と も に、 フ ァ ミ リ ー・ サポート ・ セ

ンタ ー＊1による子育て家庭への支援等を推進し ます。

地域と 連携し た子育て支援2

○地域全体の多様な子育て支援サービスの質の向上と

体制強化を図るため、 担い手と なる専門人材の確保、

職員の研修や処遇改善に加え、 デジタ ル技術の活用

等による働き やすい職場づく り を目指し ます。

担い手の確保・ 育成3

婚姻件数

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

2 ,9 0 6 件
（ 令和3 年）

1 1 ,0 0 0 件
（ 令和5 年～
令和8 年累計）

2 0 ,9 0 0 件
（ 令和5 年～

令和1 2 年累計）

新潟市は子育てし やすいまちだと 思う 保護者の割合

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

7 4 .1 ％
（ 令和4 年度）

7 7 .0 ％
（ 令和8 年度）

8 0 .0 ％
（ 令和1 2 年度）

夫婦が実際にも つ予定の子ども の人数

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

2 .2 1 人
（ 令和4 年度）

2 .2 4 人
（ 令和8 年度）

2 .2 7 人
（ 令和1 2 年度）

政策指標

＊1  地域の中で子育てを支え合う 相互支援事業のこ と 。 子ども の預かり や送迎などの援助を受けたい人と 、 援助を行いたい人がそれぞれ会員登録し 、

双方のニーズを踏まえマッ チングを行う サービス。

指標の定義や目標設定の考え方をP2 6 5 ～2 7 8 に記載し ています。
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関連する 主な 分野別計画

●新潟市子ども の権利推進計画　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●新潟市立保育園配置計画

●新潟市子ども ・ 子育て支援事業計画
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＊1  「 学」 は学校、「 社」 は公民館や図書館などの社会教育施設、「 民」 は地域住民、 家庭、 地域の団体や企業のこ と 。

＊2  田園型政令市・ 新潟の特徴を活かし た農業体験学習のこ と 。 各教科等の学習を深化・ 補完し 、 生きる力を育むと と も に、 新潟の食と 農や地域の魅

力を学ぶ等、 特徴的な取組。

＊3  G loba l a nd  Innov a tion  Ga tew a y  fo r A llの略。 児童生徒向けの1 人1 台端末と 、 高速大容量の通信ネッ ト ワーク を一体的に整備し 、 多様な子ど

も たちを誰一人取り 残すこ と のない、 公正に個別最適化さ れた創造性を育む教育を、 全国の学校現場で持続的に実現さ せる構想のこ と 。

＊4  In forma tion  a nd  Commun ica tion  Techno log y （ 情報通信技術） の略。

学・ 社・ 民の融合による人づく り 、 地域づく り 、

学校づく り の推進

政策5

教育

新潟市では、「 学力・ 体力に自信を も ち、 世界と 共に生き る 心豊かな子ども 」 と 「 生涯を 通じ て

学び育つ、 創造力と 人間力あふれる 新潟市民」 と いう 目指す姿の実現に向け、 子ど も たち の育ち

と 市民の生涯にわたる 学びを 支えます。 そのために、 学びを 生かし たり 、 他者と 協働し たり し な

がら 、 課題解決や自己実現に向けて、 様々なこ と に挑戦し 続けるなど、「 こ れから の社会を たく ま

し く 生き 抜く 力」 を 育て、 主体的に物事を 成し 遂げる こ と ができ る 人材の育成に、 学・ 社・ 民
＊1

が一体と なっ て取り 組みます。

基本的方向

新潟市の現状 / 将来を 見据え た課題

学力・ 体力・ 豊かな心を 支える 環境 IC T を 活用し た教育の推進

○新潟市の児童生徒の学力およ び体力の状況は、 政令

指定都市の中でも 上位にあり ます。

○そ の土台と な る 学びの環境と し て、 ア グリ ・ ス タ

ディ ・ プロ グラ ム＊2や大好き にいがた（ 総合的な学

習の時間） のほか、 グローバル化に対応し たコ ミ ュ

ニケーショ ン 能力の育成などによ り 、 生き る力を 育

む取組を進めています。

○子ども の社会的自立に至る 長期的な視野に立ち、 幼

稚園などと 小学校と の接続や教育環境を 踏まえた小

中一貫し た教育の推進など、 校種間の連携を 進めて

います。

○GIGAスク ール構想＊3の推進を踏まえ、 情報活用能力

を 含めた基盤と なる 資質・ 能力を 豊かに育むため、

教育面におけるICT＊4の活用が始まっ ています。

○将来はICTも 活用し 、 自分のペースで学びを 調整し

たり 、 学校外のリ ソ ース（ 社会・ 民間の力） を 活か

し た学びを 進めたり するこ と など、 子ども の認知の

特性・ 関心に応じ た教育の展開が予想さ れます。

ICT機器を活用し た授業

6 各分野の政策・ 施策基本計画

子育て ・ 教育分野 3
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特別支援教育の充実

地域の課題解決につながる 人づく り

地域への誇り と 愛着の醸成

○特別支援学校および特別支援学級に在籍する 児童生

徒の増加と 障がいの多様化によ り 、 学校はよ り 一層

のき め細かな配慮と 支援の提供を求めら れています。

そのため、 ニーズと 課題に対応し た教育を 進めるた

めの環境整備と 人材育成、 体制強化を 進めるこ と が

重要です。

○GIGAスク ール構想の効果的な対応も 含め、 児童生徒

にと っ ての個別最適な学びが実現するよ う にする こ

と が重要です。

○人生1 0 0 年時代を 迎え、 市民が豊かな人生を 送るた

めにも 生涯学習と の関わり 方が重要になっ てき ます。

多様な学びの場と と も に、 そこ で培っ た知識や経験

を教育活動や地域等に活かし ていく 場が大切であり、

そのためにも より 一層学びを 通し て地域課題の解決

や地域活性化を推し 進める人材を育成（ 次世代育成）

し ていく こ と が重要です。

地域と 一体と なっ た学校づく り

○市立の全小・ 中・ 中等教育・ 特別支援学校で学校運

営協議会制度に取り 組んでいます。 こ れまで地域と

学校パート ナーシッ プ事業＊1によっ て築いてき た土

台の上に、 さ ら に地域と 学校の関係の深化を 進め、

子ども の学びと 成長を支えていく こ と が重要です。

○市の意識調査で「 地域のこ と に触れたり 調べたり す

る学習が好き 」 と 回答し た割合は中3 で約6 割に上り

ます。 一定程度地域への愛着が育まれている と 分析

でき ますが、 その愛着を も ち 続けら れるよ う 、 学校

では地域学習、 公民館では地域の文化や伝統を 体感

でき る活動を推進するこ と がより 重要です。

年少人口の減少に伴う 新たな教育環境

○児童生徒数の減少に伴い、 学校規模の適正化等、 学

校運営上の課題や児童生徒への影響が懸念さ れます。

将来の夢や目標を持っ ていると 回答し た児童生徒の割合

出典： 全国学力・ 学習状況調査（ 文部科学省）
※令和２ 年： 新潟市生活・ 学習意識調査

8 7 .4
8 5 .2 8 5 .3 8 5 .8 8 5 .5

8 3 .6

7 7 .5

8 0 .9 8 0 .3

7 2 .5 7 1 .7 7 1 7 1 .8 7 2 .3 7 1 .4

6 7 .2
6 8 .9

6 7 .7

6 0

7 0

8 0

9 0

1 0 0

H 2 6 H 2 7 H 2 8 H 2 9 H 3 0 R1 R2 R3 R4

小６ 中３

（ ％）

地域と 学校の協働による活動

＊1  地域教育コ ーディ ネータ ーを学校に配置し 、 学校と 社会教育施設や地域活動を結ぶネッ ト ワーク を形成する事業のこ と 。

地域や社会をよく するために何をするべきかを

考えるこ と があると 回答し た児童生徒の割合

出典： 全国学力・ 学習状況調査（ 文部科学省）
※平成2 8 年、 令和2 年は調査なし
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4 4 .1

5 2 .5
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3 6 3 6 .8

4 4
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3 0
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H 2 6 H 2 7 H 2 9 H 3 0 R1 R3 R4

（ ％）

小６ 中３
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＊1  一人一人の社会的・ 職業的自立に向け、 必要な基盤と なる能力や態度を育てるこ と を通し て、 キャ リ ア発達を促す教育のこ と 。
＊2  自分が意図する一連の活動を実現するために、 どのよう な動き の組み合わせが必要であり 、 一つ一つの動きに対応し た記号を、 どのよう に組み合

わせたら いいのか、 記号の組み合わせをどのよう に改善し ていけば、 より 意図し た活動に近づく のか、 と いっ たこ と を論理的に考えていく こ と 。
＊3  誰も が相互に人格と 個性を尊重し 支え合い、 人々の多様な在り 方を相互に認め合える全員参加型の社会のこ と 。
＊4  共生社会の形成に向けて、 障がいのある子ども と 障がいのない子ども が共に学ぶ仕組みであり 、 自己の生活する地域において初等中等教育の機会

が与えら れ、 個人に必要な「 合理的配慮」 が提供さ れるこ と 。

施　 策

関連する施策

●地域団体・ 市民団体の活動の推進　 …P1 1 3

● 障がいのある 人の生き づら さ や差別の解消、 社会参加の推進　

…P1 1 5

●多文化共生のまちづく り 　 …P1 1 6

●人権を尊重する社会の推進　 …P1 1 6

●文化芸術によ る子ども の豊かな感性や創造力の育成　 …P1 2 1

●出会いから 結婚・ 妊娠・ 出産・ 子育てにかけての切れ目ない支援 …P 1 3 1

●子ども や家庭への温も り のある 支援　 …P1 3 2

●こ こ ろ と 身体の健康の増進　 …P1 4 3

アグリ ・ スタ ディ ・ プログラ ム（ 動物と の触れ合い）

○自他を 尊重する 心豊かな人間性・ 社会性を 身に付け

ると と も に、 善悪の判断などの社会のルールを守り 、
自信と 誇り を も っ て生き る こ と ができ る力を 育みま

す。

○一人一人の成長を 促す生活指導に取り 組み、 めあて

を も ち、 自己決定し 、 自主的に行動する 自律性と 、
互いに認め合い、 支え合い、 高め合う 社会性を 育み

ます。

○いじ めや不登校等において、 予防的な指導や、 悩み

や問題を 抱える 児童生徒一人一人に対応する 課題解
決的な指導に、 他の機関などと 連携し ながら 組織的

に取り 組みます。

○生涯にわたっ て心身共に健康に生き 抜く 力を 育むた

め、 自ら の健康に関心を も ち、 健康の増進、 病気の
予防など、 健やかに生き るための主体的な健康づく

り ができ るよ う 支援すると と も に、 家庭と 連携し た
食に関する指導を推進し ます。

○共生社会＊3の実現を 目指すイ ン ク ルーシブ教育シス
テム＊4 の構築に向けて、 就学時から 社会参加まで切

れ目のない支援を 充実し 、 一人一人のニーズと 課題
に対応し た特別支援教育を推進し ます。

豊かな心と 健やかな身体の育成2
○目的意識や課題意識を 大切にし ながら 、 主体的・ 対

話的で深い学びによ る 授業改善により 、 資質・ 能力
（ 知識・ 技能、 思考力・ 判断力・ 表現力、 人間性等）

を育みます。

○学校の特色や地域の実情を 踏まえつつ、 発達段階に

ふさ わし いキャ リ ア 教育＊1 を 推進し ます。 そし て、
将来にわた っ て 地域への誇り と 愛着を も ち、 社会

的・ 職業的に自立し 、 集団や社会で様々な人と かか
わり 、 自分の役割を 果たし ながら 自分ら し く 生き る
資質・ 能力を育みます。

○ア グリ ・ スタ ディ ・ プ ロ グラ ムの推進など によ り 、

持続可能な社会の実現に向け、 よ り よ く 問題を 解決
する 力を 養う と と も に、 豊かな食の恵みに感謝し 、
いのちや人の絆を大切にする心を育みます。

○外国語教育・ 国際理解教育を 充実する 取組によ り 、

コ ミ ュ ニケーショ ン 能力を 養う と と も に、 諸外国の
人々と 理解し 合い、 共に生き ていく 資質・ 能力を 育
みます。

○ICT機器の積極的な活用と と も に、 適切な使用にも 配

慮し ながら 、 指導方法・ 指導体制の工夫改善を図り 、
グローバルな視点を 踏まえた持続可能な社会を 築く
ための実践力やプログラ ミ ング的思考＊2を育みます。

○幼児教育・ 保育施設等と の連携や小中一貫し た教育

の充実により 、 幼児教育から 中学校教育までの連続
性を 強化する と と も に、 幼児教育の水準向上に向け
た取組を実施し ます。

自己実現し ていく 力の育成1

施策1 　 学力・ 体力に自信を も ち 、 世界と 共に生き る

心豊かな子ど も を 育む学校教育の推進

自分にはよいと こ ろがあると 回答し た児童生徒の割合

出典： 新潟市生活・ 学習意識調査
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小６ 中３
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施策2 　 創造力と 人間力あふれる市民が学び育つ生涯学習の推進

○家庭での教育力の向上に向け、 学校と 家庭およ び地

域と 家庭の連携を 推進すると と も に、 不安や疑問な

どに対応する 学習機会や相談体制の充実に取り 組み

ます。

○子育て中の保護者が安心し て学習でき る機会や、 家

庭での教育に関する 情報を 提供する と と も に、 子育

ての悩みなどを 共有し て支え合える 関係づく り を 支

援するなど、 学びを生かす取組を促進し ます。

○子ども が言葉を 学び、 表現力を 高め、 創造力を 豊か

なも のにする 読書活動を 推進すると と も に、 読書を

通し て親子の絆を 深める ための取組を 行う ほか、 誰

も が利用し やすい図書館環境を整備し ます。

○あら ゆる 世代の主体的な学習活動を 推進する ため、

高等教育機関およ び企業と 連携し ながら 、 時代や社

会の変化なら びに学習ニーズに応じ た多様な学習機

会の提供を効果的に進めます。

○市民一人一人の学習活動や、 市民が学びに出会い、

学びを 深めていく 場を 支援する ため、 広く 学習情報

や資料を提供し ます。

○市民が学んだ知識や成果を 教育活動や地域に生かす

ために、 生涯学習ボラ ンティ アなどを 育成する と と

も に、 学校や地域などと 連携し ながら 、 その活動の

場を支援し ます。

○地域課題学習を通し て地域活動を担う 人材を育成し、

地域が抱える 課題の解決を 支援する など、 学習成果

を 人づく り や地域づく り に生かす循環型生涯学習＊1

を推進し ます。

○市民の生涯にわたる 多様な学習活動を 通し て、 地域

課題等の解決を 支援し ます。 そのため、 公民館や図

書館等の機能と 様々な媒体を 有効に活用し ながら 、

情報を 積極的に発信する と と も に、 情報や資料等の

収集・ 提供と 相談体制の充実を図り ます。

赤ちゃ んタ イ ム絵本相談の様子

家庭教育の充実と 子育て支援1 循環型生涯学習の推進2

○多様な考え方に触れ、 集団性・ 社会性を 育むと と も

に、 コ ミ ュ ニケーショ ン を 通し た学びによる 資質・

能力を 育むこ と ができ る よう に、 望まし い学校規模

の実現に向けて地域と の協議を進めます。

○教職員が自ら 学び続け、 高い専門性と 豊かな人間性

を伸長できるよう な研修プログラ ムを実施し ます。

○教職員が生き 生き と 子ども たち と 向き 合う ため、 学

校と 保護者・ 地域が一体と なっ た働き 方改革を 推進

するこ と によ り 、 働き やすい職場づく り を 目指すと

と も に、 心身の健康の保持増進へのき め細かな支援

を 充実さ せます。 さ ら には、 子ども の学びを し っ か

り と 把握し ていく ための学習環境の改善を図り ます。

将来にわたっ て望まし い教育環境の提供4
○通学時における 交通事故防止や不審者対応などへの

体制づく り を 進め、 その充実を 図り ます。 また、 災

害時に危険を 自ら 察知し 、 率先し て安全を 確保する

行動がと れるよう 、 防災教育を充実さ せます。

○経済的理由によ り 就学の機会が失われるこ と がない

よ う 、 また、 誰も が安心し て学習に取り 組み、 多様

な進路選択ができ る よう 、 教育機会の確保に向けた

取組を進めます。

安心し て学べる環境づく り3

関連する施策

●障がいの有無によら ず安心し て暮ら せる共生社会の実現　 …P1 4 8

●農林水産業を活かし たまちづく り 　 …P1 6 0

●世界と つながる 国際交流の推進　 …P1 6 7

●多様な支援によ る移住・ 定住の促進、 関係人口の創出　 …P1 7 1

●生活の安心・ 安全の確保　 …P1 7 7

●消防体制の充実　 …P1 8 2

●安心・ 安全な道路ネッ ト ワーク の確保　 …P1 9 3

●自然と の共生　 …P2 0 1

関連する施策

●地域団体・ 市民団体の活動の推進　 …P1 1 3

●文化芸術活動の活性化　 …P1 2 1

● 出会いから 結婚・ 妊娠・ 出産・ 子育てにかけての切れ目ない支

援　 …P1 3 1

●社会全体での子育て支援　 …P1 3 3

＊1  自ら 学んだ成果を地域で生かし 、学びを継承し ていく こ と で、新たなつながり を広げ、地域課題の解決や地域の活性化を推し 進める人材の育成（ 活
動の場の支援） を進めるこ と 。 　
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施策3 　 地域と の連携に よ る 開かれた 学びの推進

○「 地域と と も にある 学校」 を 目指し 、 学校と 地域が

共通の目標を も っ て、 学校と 社会教育施設、 家庭、

地域を つなぐ ネッ ト ワーク づく り を さ ら に進め、 子

ども の豊かな成長を 支える 協働事業を 一層推進し ま

す。

○地域コ ミ ュ ニティ 協議会＊1などの地域団体と 連携・

協働し ながら 、 学校での総合学習や部活動を 推進す

るほか、 地域における課題の解決を支援し ます。

○市民のニーズによ り 広く 対応する ため、 大学と の連

携を推進し 、 教職員研修の質を高めます。

地域と 学校・ 社会教育施設の協働1

関連する施策

●地域団体・ 市民団体の活動の推進　 …P1 1 3 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●生涯スポーツ社会の実現　 …P1 2 5

●文化芸術活動の活性化　 …P1 2 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●子ども や家庭への温も り のある支援　 …P1 3 2

将来の夢や目標を 持っ ていると 回答し た児童生徒の
割合

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

小6 　 8 0 .3 ％
中3 　 6 7 .7 ％

（ 令和4 年度）

小6 　 8 4 .0 ％
中3 　 7 2 .0 ％

（ 令和8 年度）

小6 　 8 8 .0 ％
中3 　 7 6 .0 ％

（ 令和1 2 年度）

自分にはよいと こ ろがあると 回答し た児童生徒の
割合

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

小6 　 7 8 .8 ％
中3 　 7 7 .6 ％

（ 令和3 年度）

小6 　 8 1 .0 ％
中3 　 8 1 .0 ％

（ 令和8 年度）

小6 　 8 3 .0 ％
中3 　 8 3 .0 ％

（ 令和1 2 年度）

地域や社会を よく する ために何を すべき かを 考える
こ と があると 回答し た児童生徒の割合

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

小6 　 5 9 .3 ％
中3 　 4 6 .9 ％

（ 令和4 年度）

小6 　 6 4 .0 ％
中3 　 5 2 .0 ％

（ 令和8 年度）

小6 　 6 9 .0 ％
中3 　 5 7 .0 ％

（ 令和1 2 年度）

学習や生活において、自分で考え課題を 解決し たり 、
自分で判断し て行動し たと 回答し た児童生徒の割合

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

小6 　 8 6 .3 ％
中3 　 8 7 .0 ％

（ 令和3 年度）

小6 　 8 8 .0 ％
中3 　 8 8 .0 ％

（ 令和8 年度）

小6 　 9 0 .0 ％
中3 　 9 0 .0 ％

（ 令和1 2 年度）

生涯学習活動で身に付けた知識や技能を、地域や
学校、ボラ ンティ ア活動に活かし ている市民の割合

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

1 2 .2 ％
（ 令和4 年度）

1 6 .0 ％
（ 令和8 年度）

2 0 .0 ％
（ 令和1 2 年度）

政策指標

関連する 主な 分野別計画

●新潟市教育ビジョ ン　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●新潟市教育委員会多忙化解消行動計画

●新潟市立小中学校の適正配置基本方針　 　 　 　 　 　 ●新潟市子ども 読書活動推進計画

＊1  市民と 市が協働し て、 地域のまちづく り やその他の諸課題に取り 組み市民自治の推進を図るため、 おおむね小学校区を基本単位と し て、 自治会・

町内会を中心に様々な団体等で構成さ れた組織のこ と 。

学校運営協議会における地域と 小中学生の話し 合い

指標の定義や目標設定の考え方をP2 6 5 ～2 7 8 に記載し ています。
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健康・ 福祉
分野 4

政策６ 　 生涯にわたる健康で安心な暮ら し の実現…………………………… 1 4 1

政策７ 　 自分ら し く いきいき と 安心し て心豊かに暮ら せる

地域共生社会の実現…………………………………………………… 1 4 5
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生涯にわたる健康で安心な暮ら し の実現
政策6

健康・ 保健

こ こ ろ と 身体の健康の増進およ び医療と 介護の連携を 推進し 、 住み慣れた地域で生涯にわたっ

て健康で安心な暮ら し の実現を 目指し ます。

生活習慣病の予防を はじ め、 市民一人一人の健康づく り を 推進し 、 健康寿命の延伸を 促進し ま

す。 また、 感染症に関する こ れまでの経験・ 知見を 活かし 、 よ り 効果的な対策を 進める と と も に、

必要な医療が提供さ れる体制づく り や、 悩みを 抱える人のこ こ ろ の支援に取り 組みます。

基本的方向

新潟市の現状 / 将来を 見据え た課題

健康寿命の状況

○令和2 7 （ 2 0 4 5 ） 年頃に高齢者人口がピーク と なり 、

医療・ 介護の需要の増加が見込まれる こ と から 、 市

民の健康づく り を さ ら に推進し 、 健康寿命を 延伸す

るこ と が重要です。

○市民の健康寿命は全国同様、 男女共に伸びています。

一方で、 平均寿命と 健康寿命には差があるこ と から 、

健康でない期間を短く するこ と が重要です。

男女別　 新潟市・ 新潟県・ 全国健康寿命の推移

出典： 健康寿命　 　 健康寿命の算定・ 評価と 延伸可能性の予測に関する研究

（ 厚生労働行政推進調査事業費補助金）

出典： 健康寿命　 　 健康寿命の算定・ 評価と 延伸可能性の予測に関する研究

（ 厚生労働行政推進調査事業費補助金）

平均寿命　 　 市区町村別生命表（ 厚生労働省）

6 9 .4 7  

7 1 .0 0  

7 2 .0 3  
7 2 .5 2  

6 9 .9 1  

7 1 .4 7  

7 2 .4 5  
7 2 .6 1  

7 0 .4 2  
7 1 .1 9

7 2 .1 4
7 2 .6 8  

6 9

7 0

7 1

7 2

7 3

7 4

7 5

7 6
（ 歳） （ 歳）

H 2 2 H 2 5 H 2 8 R1

7 3 .5 9
7 3 .8 8  

7 5 .2 0  

7 5 .4 4  

7 3 .7 7

7 4 .7 9  
7 5 .4 5 7 5 .6 8  

7 3 .6 2

7 4 .2 1

7 4 .7 9
7 5 .3 8

6 9

7 0

7 1

7 2

7 3

7 4

7 5

7 6

H 2 2 H 2 5 H 2 8 R1

新潟市 新潟県 全国

男性 女性

男女別　 健康寿命と 平均寿命の差

男性

健康でない期間 8 .7 8 年

女性

健康寿命（ R元年） 平均寿命（ H 2 7 年）

健康でない期間 1 2 .1 6 年

7 2 .5 2 歳

8 1 .3 歳

7 5 .4 4 歳

8 7 .6 歳

6 各分野の政策・ 施策基本計画

健康・ 福祉分野 4
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＊1  年齢構成の違いの影響を 除いて死亡率を 全国と 比較し たも の。 標準化死亡比が基準値（ 1 0 0 ） より 大き いと いう こ と は、 その地域の死亡状況は

全国より 悪いと いう こ と を意味し 、 基準値より 小さ いと いう こ と は、 全国より 良いと いう こ と を意味する。

全国と 比較し た市民の死因 1 人当たり の医療費

○新潟市は、 脳血管疾患で亡く なる 人の割合が全国に

比べて高く なっ ています。 中でも 脳梗塞が原因で亡

く なる 方の割合は政令指定都市の中で最も 高く なっ

ている こ と から 、 その原因と なる 生活習慣病の予防

と 早期発見が重要です。

○市町村国民健康保険と 後期高齢者医療制度の加入者

1 人当たり 医療費は年々増加し ています。

自殺者数・ 自殺死亡率の推移

○自殺者数、 自殺死亡率は減少傾向ですが、 自殺死亡

率は政令指定都市中では高い水準と なっ ており 、 総

合的な自殺対策を推進するこ と が重要です。

標準化死亡比＊1（ 脳梗塞） 政令指定都市比較

出典： 人口動態保健所・ 市町村別統計　 標準化死亡比、 主要死

因・ 性・ 都道府県・ 保健所・ 市区町村別（ 平成2 5 年~ 平成

2 9 年）　（ 厚生労働省）

男性 女性

全

　
　国

札
幌
市

仙
台
市

さ
い
た
ま
市

千
葉
市

相
模
原
市

川
崎
市

横
浜
市

新
潟
市

静
岡
市

浜
松
市

名
古
屋
市

京
都
市

堺
市

大
阪
市

神
戸
市

岡
山
市

広
島
市

福
岡
市

北
九
州
市

熊
本
市

1 3 0

1 2 0

1 1 0

1 0 0

9 0

8 0

7 0

6 0

1 0 0 .0
1 0 0 .0

9 0 .9

8 5 .6

9 0 .4

9 8 .1

8 5 .1

8 9 .8
9 3 .6

9 9 .3
9 6 .6

9 1 .9

9 9 .5

8 7 .0
8 4 .9

1 0 0 .0

9 2 .9

1 0 1 .4

9 6 .9

8 3 .4

8 4 .3

8 0 .6
8 2 .7

8 7 .5

8 8 .3 9 0 .1

8 5 .5

8 2 .2

8 8 .9

9 3 .4

8 4 .9
8 4 .9

8 7 .9

7 4 .8

7 7 .4

7 0 .4

9 6 .5

7 8 .8

1 0 7 .6

8 4 .4

1 2 2 .0

1 1 8 .8

特定健診受診状況

○国民健康保険の特定健診の受診率は、 年々増加傾向

にあり 、 全国平均と ほぼ同率で推移し ています。

特定健診受診率の推移

出典： 特定健康診査の実施状況（ 厚生労働省）

※令和2 年度は新型コ ロナウイ ルス感染症拡大の影響によ り 低下

3 3 .6  3 4 .7  3 5 .4  3 6 .7  3 7 .3  3 8 .9  3 4 .4  

4 1 .9  4 2 .8  4 3 .2  4 3 .8  4 4 .2  4 5 .0  

3 7 .9  

3 5 .3  
3 6 .3  3 6 .6  3 7 .2  3 7 .9  3 8 .0  

3 3 .7  

2 0 .0

2 5 .0

3 0 .0

3 5 .0

4 0 .0

4 5 .0

5 0 .0
（ ％）

H 2 6 H 2 7 H 2 8 H 2 9 H 3 0 R1 R2

新潟市 新潟県 全国

1 人当たり 医療費（ 国保+ 後期高齢者医療制度）

出典： 医療費の地域差分析（ 厚生労働省）

5 1 9 5 2 9

5 4 5

5 5 5
5 6 8

5 1 0
5 1 4

5 2 9
5 3 8

5 5 2

5 3 7
5 4 4

5 6 5

5 7 7

5 9 6

4 6 0

4 8 0

5 0 0

5 2 0

5 4 0

5 6 0

5 8 0

6 0 0

6 2 0

（ 千円）

H 2 7 H 2 8 H 2 9 H 3 0 R1

新潟市 新潟県 全国

新潟市の自殺者数と 自殺死亡率（ 政令指定都市順位） の推移

出典： 人口動態統計（ 厚生労働省）

注記： 自殺死亡率は人口1 0 万人当たり の自殺者数

政令指定都市順位は自殺死亡率の高い順で記載

17 6 人 15 2 人 15 5 人 13 3 人 12 0 人 12 5 人 12 4人 116 人 12 2 人

H 2 5 H 2 6 H 2 7 H 2 8 H 2 9 H 3 0 R1 R2 R3

2 1 .7

（ 2 位）

1 8 .8

（ 6 位）

1 9 .2

（ 6 位） 1 6 .5

（ 4 位） 1 4 .9

（ 1 3 位）

1 5 .6

（ 4 位）

1 5 .6

（ 5 位）
1 4 .8

（ 1 4 位）

1 5 .6

（ 1 1 位）

医療・ 介護の連携の推進

○医療と 介護の両方を 必要と する 状態の高齢者が、 住

み慣れた地域で自分ら し い暮ら し を 続ける こ と がで

き るよ う 、 包括的かつ継続的な在宅医療・ 介護を 提

供するこ と が重要になり ます。
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施　 策

施策1 　 こ こ ろ と 身体の健康の増進

○市民一人一人の、 食生活や運動など生活習慣の見直

し を 促進し 、 生活習慣病の発症を 予防し ます。 併せ

て、 特定健診やがん検診、 歯科健診の定期的な受診

を 勧める こ と で、 生活習慣病の早期発見、 疾病の早

期治療につなげます。

○健診データ 等を 活用し 、 地域や学校、 保健・ 医療関

係団体等と の協働によ り 、 地域の健康課題解決に向

けた取組を推進し ます。

○感染症の防止に関する 市民ニーズの把握や的確な情

報発信に努めます。 医療関係団体等と 連携し 、 新型

コ ロ ナウイ ルス感染症への対応などを 経て得たこ れ

までの経験・ 知見を 活かし 、 より 効果的な感染症対

策に取り 組みます。

○民間事業者によ る、 従業員の健康保持・ 増進にかか

る 取組を 促進し 、 働き 盛り 世代の健康づく り を 推進

する こ と で、 従業員の活力向上や生産性の向上、 企

業等の価値を 高める と と も に、 医療費の適正化につ

なげます。

〇市民が安心し て医療を 受けら れる よう 、 デジタ ル技

術の活用を 含めた持続可能な医療体制の整備に努め

る と と も に、 医療機関の適正受診、 救急車の適正利

用にかかる市民啓発を推進し ます。

○今後も 高まる在宅医療需要に対応する ため関係機関

等と 連携し 、 医師・ 訪問看護師等の人材確保・ 育成

に取り 組みます。 併せて、 医療・ 介護連携を推進し 、

切れ目のない医療提供体制を構築し ます。

ウオーキング講習会

経験・ 知見を 活かし た感染症対策の

推進
3全ての市民の健康づく り の推進1

企業・ 団体と 連携し た健康増進2 必要な医療が提供さ れる体制づく り4
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○誰も が安心し て自分ら し く 暮ら すこ と ができ るよう 、

市民、 学校、 関係機関・ 団体と 連携・ 協働し て、 こ

こ ろ の健康づく り を 推進する と と も に、 総合的な自

殺対策やひき こ も り 支援に取り 組みます。

○世代を 問わず、 悩んだと き に相談でき る体制を 構築

すると と も に、 支援者の育成を 推進するこ と で、 悩

みを抱える人のこ こ ろの支援を行います。

関連する施策

●地域団体・ 市民団体の活動の推進　 …P1 1 3

●生涯スポーツ社会の実現　 …P1 2 5

●学力・ 体力に自信をも ち、 世界と 共に生き る

　 心豊かな子ども を育む学校教育の推進　 …P1 3 7

●高齢者が自分ら し く 安心し て暮ら せる

　 健康長寿社会の実現　 …P1 4 7

●障がいの有無によら ず安心し て暮ら せる

　 共生社会の実現　 …P1 4 8

●生活に困窮する人に寄り 添っ た自立支援　 …P1 4 9

●誰も がいき いき と 働ける環境づく リ 　 …P1 5 5

●生活の安心・ 安全の確保　 …P1 7 7

●救急体制の充実　 …P1 8 3

●良好な生活環境の確保　 …P2 0 1

自殺予防ゲート キーパー研修会
悩みを抱える人のこ こ ろ の支援5

関連する 主な 分野別計画

●新潟市健康づく り 推進基本計画

●新潟市生涯歯科保健計画

●新潟市健康寿命延伸計画

●新潟市国民健康保険

　 保健事業実施計画

　 特定健康診査等実施計画

●新潟市自殺総合対策行動計画

政策指標

健康寿命（ 日常生活に制限のない期間の平均）

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

男性　 7 2 .5 2 歳
女性　 7 5 .4 4 歳
（ 令和元年）

男性　 7 2 .7 8 歳
女性　 7 5 .9 5 歳

（ 令和4 年）

男性　 7 3 .5 3 歳
女性　 7 6 .7 0 歳
（ 令和1 0 年）

新潟市の医療が充実し ていると 思う 人の割合

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

4 7 .6 ％
（ 令和2 年度）

4 9 .2 ％
（ 令和8 年度）

5 0 .0 ％
（ 令和1 1 年度）

自分が健康だと 思う 市民の割合

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

7 7 .8 ％
（ 令和4 年度）

現状値を 上回る
（ 令和8 年度）

中間値を 上回る
（ 令和1 2 年度）

自殺死亡率（ 人口1 0 万人当たり の自殺者数）

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

1 5 .6
（ 令和3 年）

1 3 .4
（ 令和8 年）

1 3 .4 より 減少
（ 令和1 2 年）

指標の定義や目標設定の考え方をP2 6 5 ～2 7 8 に記載し ています。
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自分ら し く いき いき と 安心し て心豊かに

暮ら せる地域共生社会の実現

政策7

福祉

高齢化の進展に加え、「 8 0 5 0 問題」
＊1

や「 ダブ ルケア」
＊2

など の複合化・ 複雑化する 問題、 介
護・ 障がいなど 分野ご と の支援だけでは十分に対応でき ない制度の狭間の問題も 生じ ています。
価値観や生活様式が多様化し 、 様々な背景を も っ た方々が同じ 地域で暮ら す中、 住民や多様な主
体が参画し 、 人と 人、 人と 社会が世代や分野を 超えてつながり 、 一人一人の暮ら し と 生き がい、
地域を 共に創り 、 誰も が役割を も っ て活躍でき る「 地域共生社会」 の実現が求めら れています。

地域包括ケアシステム
＊3

の理念を 広げ、 地域コ ミ ュ ニティ 協議会
＊4

やN PO
＊5

、 民間企業など身
近にある 多様な主体が、 地域住民の抱える 課題を 主体的に把握し 解決を 試みる 環境づく り や、 相
談を 包括的に受け止め、 障がいや介護などに関する 様々な機関が協働し 包括的に支援する 重層的
支援体制

＊6
を 構築し 、 いつまでも 自分ら し く 安心し て心豊かに暮ら せる 福祉のまちを 目指し ます。

基本的方向

新潟市の現状 / 将来を 見据え た課題

高齢化の進展 要支援・ 要介護認定者数の増加

○少子化、 団塊世代の高齢化によ り 、 高齢化率は令和

2 （ 2 0 2 0 ） 年の2 9 .7 ％から 、 令和2 7 （ 2 0 4 5 ） 年

には4 0 .1 ％に達すると 推計さ れており 、 高齢者人口

は同年頃にピーク を迎えると 推測さ れます。

○高齢者人口の増加に伴い、 要支援・ 要介護認定者数

は今後も 増加が見込まれます。 令和2 （ 2 0 2 0 ） 年に

1 9 .5 ％だっ た認定率（ 要支援・ 要介護者数を 第1 号

被保険者数で除し た割合） は、 令和2 2 （ 2 0 4 0 ） 年

には2 7 .5 ％と なる見込みです。

6 各分野の政策・ 施策基本計画

健康・ 福祉分野 4

出典： 新潟市地域包括ケア計画（ 令和3 年度～5 年度）
※H3 0 ～R2 年は実績値、 R3 ～R2 2 年はR2 年を ベースに算出し た見込値

新潟市の高齢者数および高齢化率の推移と 推計

23 4 ,4 4 6  
2 5 3 ,0 5 0  

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

3 5

4 0

4 5

0

5 0 ,0 0 0

1 0 0 ,0 0 0

1 5 0 ,0 0 0

2 0 0 ,0 0 0

2 5 0 ,0 0 0

3 0 0 ,0 0 0

3 5 0 ,0 0 0

4 0 0 ,0 0 0

4 5 0 ,0 0 0

5 0 0 ,0 0 0

S6 0 H 2 H 7 H 1 2 H 1 7 H 2 2 H 2 7 R2 R7 R1 2 R1 7 R2 2 R2 7

（ 人）

老人人口（ 6 5 歳以上） 老年人口割合（ 高齢化率）

市独自推計（ R7 年以降）

（ ％）

4 0 .1 ％

2 9 .7 %

出典： 国勢調査（ 総務省）、 新潟市独自推計
※H2 7 年およ びR2 年は不詳補完値による

H2 2 年以前については不詳を 除いて算出し ている

要支援・ 要介護認定者数の見込

5 ,2 2 7  5 ,4 4 2  5 ,3 5 2  5 ,4 1 6  5 ,4 8 2  5 ,5 4 7  5 ,6 8 1  7 ,7 9 1  

6 ,8 8 3  7 ,1 2 6  7 ,3 6 2  7 ,6 1 9  7 ,8 8 3  8 ,1 5 8  8 ,7 3 4  

1 1 ,9 6 1  
7 ,0 2 4  7 ,3 5 5  7 ,5 7 3  7 ,8 6 7  8 ,1 7 5  8 ,4 9 6  9 ,1 7 4  

1 2 ,5 6 3  
7 ,6 2 5  7 ,6 1 6  7 ,8 8 9  8 ,0 2 6  8 ,1 6 5  8 ,3 0 5  

8 ,5 9 6  

1 1 ,7 7 9  

6 ,5 4 2  6 ,7 7 2  7 ,0 5 4  7 ,3 3 0  7 ,6 1 9  7 ,9 1 3  
8 ,5 4 6  

1 1 ,7 0 0  

5 ,4 1 7  5 ,5 3 1  5 ,7 1 1  5 ,8 6 8  6 ,0 2 5  6 ,1 8 7  
6 ,5 2 7  

8 ,9 3 6  

4 ,5 7 6  4 ,6 1 1  4 ,5 0 9  4 ,4 7 8  
4 ,4 4 1  

4 ,4 1 2  
4 ,3 4 7  

5 ,9 6 6  

1 9 .2 % 1 9 .4 % 1 9 .5 % 1 9 .9 % 2 0 .2 % 2 0 .6 %
2 1 .5 %

2 7 .5 %

0 .0

5 .0

1 0 .0

1 5 .0

2 0 .0

2 5 .0

H 3 0 R1 R2 R3 R4 R5 R7 R2 2

要介護５ 要介護４ 要介護 3 要介護 2

要介護 1 要支援２ 要支援 1 認定率

4 4 ,4 5 3

4 9 ,0 1 8

4 3 ,2 9 4

4 6 ,6 0 4 4 7 ,7 9 0

8 0 ,0 0 0

7 0 ,0 0 0

6 0 ,0 0 0

5 0 ,0 0 0

4 0 ,0 0 0

3 0 ,0 0 0

2 0 ,0 0 0

1 0 ,0 0 0

0

7 0 ,6 9 6

5 1 ,6 0 5

4 5 ,4 5 0

（ 人） （ % ）

＊1  8 0 歳代の親が、 ひきこ も り などにより 5 0 歳代の子ども の生活を支えるこ と 。
＊2  子育てと 親や親族の介護が同時期に発生する状態のこ と 。
＊3  「 介護」「 医療」 と いう 専門的なサービスと 健康寿命延伸を目指す「 介護予防」、 その前提と し ての「 住まい」 と 「 生活支援」 が一体的に提供さ れるこ

と で、 高齢者が要介護状態になっても、 可能な限り 住み慣れた地域で在宅の生活ができるよう にする地域の包括的な支援・ サービス提供体制のこ と 。
＊4  市民と 市が協働し て、 地域のまちづく り やその他の諸課題に取り 組み市民自治の推進を図るため、 おおむね小学校区を基本単位と し て、 自治会・

町内会を中心に様々な団体等で構成さ れた組織のこ と 。
＊5  N on P ro f it Org a n iza tionの略。 非営利組織。 政府・ 自治体や私企業と は独立し た存在と し て ， 市民が主体と なっ て社会的な公益活動を行う 組

織・ 団体。
＊6  複雑化・ 複合化し た支援ニーズに対応する包括的な支援のこ と 。
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介護保険事業費、 介護保険料の増加 障がいのある 人の重度化や高齢化

○要支援・ 要介護者の増加に伴い介護保険事業費およ

び介護保険料は増加傾向にあり ます。

○介護サービスの需要が増加する と と も に多様化する

一方、 現役世代の人口は減少を 続けるため、 介護人

材の需給ギャ ッ プが一層拡大する見込みです。

○障がいのある 人の重度化や高齢化、 親亡き 後を 心配

する声を 踏まえ、 障がいのある 人が安心し て住み慣

れた地域で生活でき るよ う 、 サービ ス基盤整備や相

談支援体制の確立が重要です。

求めら れる生活困窮者支援

○生活に困窮する 人は、 様々な課題を 抱え、 それら が

絡み合っ て複雑化し やすいため、 問題が深刻化する

前の早い段階で、 自立に向けた包括的な支援を 行う

こ と が求めら れています。

多く の高齢者が在宅生活を 希望

○要介護認定を 受けている 在宅の高齢者のう ち 約8 割

が在宅での生活を希望し ています。 介護予防に加え、

医療・ 介護の一体的な提供や在宅での生活に対する

支援が重要です。

認知症高齢者の増加

○認知症高齢者は増加し ており 、 早期発見・ 早期対応

と と も に、 認知症になっ ても 住み慣れた地域で暮ら

し 続けるために、 認知症の人と その家族を 地域で支

える仕組みづく り が重要です。

高齢者単身世帯の増加

○一人暮ら し の高齢者の増加が続いていますが、 今後、

デジタ ル技術の発展や、 生き 方の多様化など、 増加

傾向がさ ら に加速し 、 社会的孤立から 、 生き がいの

低下やフ レ イ ル＊1の進行などのリ スク が高まる 恐れ

があり ます。

事業費と 要介護者数等の推移

出典： 新潟市地域包括ケア計画（ 令和3 ～5 年度）

4 2 ,0 0 0

4 2 ,5 0 0

4 3 ,0 0 0

4 3 ,5 0 0

4 4 ,0 0 0

4 4 ,5 0 0

4 5 ,0 0 0

4 5 ,5 0 0

4 6 ,0 0 0

7 0 ,0 0 0

7 2 ,0 0 0

7 4 ,0 0 0

7 6 ,0 0 0

7 8 ,0 0 0

8 0 ,0 0 0

H 3 0 R1 R2

要支援・ 要介護者数

（ 百万円） （ 人）

介護保険事業費

4 5 ,4 5 0 人

4 3 ,2 9 4 人

4 4 ,4 5 3 人

7 9 ,3 9 4

7 4 ,1 9 2

7 6 ,5 5 7

障がいのある 人の就労の促進

○民間企業における障害者雇用率＊2 は上昇傾向にある

も のの、 全国平均よ り 低い状況です。 また、 企業で

の就労が難し い人の就労の場である、 就労継続支援

事業所＊3 で支払われる工賃の増額も 課題と なっ てい

ます。 一般就労および福祉的就労の両面から の支援

が必要です。

民間企業における障害者雇用率

出典： 障害者雇用状況の集計結果（ 新潟労働局）

2 .3 0

2 .2 0

2 .1 0

2 .0 0

1 .9 0

1 .8 0

1 .7 0

1 .6 0
H 2 9 H 3 0 R1 R2 R3

（ % ）

新潟市

全国

1 .9 7

1 .8 5
1 .9 1

1 .9 7
2 .0 2

2 .0 8

2 .0 5 2 .1 1
2 .1 5 2 .2 0

＊1  加齢に伴う 予備能力低下のため、 スト レ スに対する回復力が低下し た状態のこ と 。 要介護状態に至る前段階と し て位置付けら れる。

＊2  「 障害者雇用率」 標記について

 新潟市では「 障害」 の「 害」 の字が持つマイ ナスイ メ ージや当事者への配慮から 、「 障がい」 と ひら がなで標記し ていますが、「 障害」 の文字を使っ

た法令や固有名詞、 他の文書を引用する場合は「 障害」 と 記載し ています。

＊3  一般企業に雇用さ れるこ と が困難である者に対し て、 就労の機会の提供および生産活動の機会の提供を行う 事業所のこ と 。
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施　 策

施策1 　 高齢者が自分ら し く 安心し て 暮ら せる

健康長寿社会の実現

○健康と 要介護状態の中間であるフ レ イ ルを 予防する

ため、 フ レ イ ルチェ ッ ク によ り 高齢者の健康寿命の

延伸を 図ると と も に、 実施にあたっ ては地域住民に

協力いただく こ と で、 協力者自身の介護予防にも つ

なげます。

○高齢者が地域の中で生き がいを 持ちながら 役割を 果

たせる環境づく り を進めるため、「 地域の茶の間」 を

はじ めと し た住民主体で支え合う 地域づく り の支援

を行います。

地域の茶の間

○介護サービ ス需要は増加し 、 多様化し ている ため、

住み慣れた地域での暮ら し を 地域全体で支えるため

の土台と し て、 既存施設等を 活用し ながら 、 地域密

着型を 中心と し たき め細かな基盤整備を 進めると と

も に、 サービスの質の確保に努めます。

○現役世代が減少する中においても 、 介護現場が地域

における 介護ニーズに応え、 職員がやり がいを 持っ

て働き 続けら れる環境づく り を 進める ため、 介護と

いう 仕事の魅力発信に取り 組むと と も に、 デジタ ル

技術の導入によ る業務の効率化を 推進する など介護

分野で働く 人材の確保・ 定着を支援し ます。

介護サービスの充実と 生活基盤整備3

○支え合いのし く みづく り に向け、 多様な地域資源と

連携し 、 その活動に対し 支援し ながら 、 地域での見

守り 体制の充実を図り ます。

○認知症の人ができ る限り 住み慣れた地域で自分ら し

く 暮ら し 続ける こ と ができ る 社会の実現を 目指し 、

認知症施策を推進し ます。

○高齢者の権利擁護については、 高齢者虐待防止に取

り 組むと と も に、 成年後見制度＊1 の活用を 推進し ま

す。

地域での支え合い・ 認知症施策の推進2

○市民が疾病等を 抱えても 住み慣れた地域で安心し て

暮ら し 続けら れるよ う 、 地域の医療・ 介護の多職種

連携を図り 、 在宅医療・ 介護連携を推進し ます。

○在宅医療を 担う 医師や看護師などの人材確保や、 人

生の最終段階における医療、 看取り 等への市民の理

解を深めるための普及啓発に取り 組みます。

在宅医療・ 介護連携の推進4

関連する施策

●人権を尊重する社会の推進　 …P1 1 6

●生涯スポーツ社会の実現　 …P1 2 5

●こ こ ろ と 身体の健康の増進　 …P1 4 3

●生活の安心・ 安全の確保　 …P1 7 7

●安心し て住み続けら れる良好な住環境の創出　 …P1 8 9

介護予防・ 健康づく り ・ 社会参加の

推進
1

＊1  判断能力が十分でない方が契約や財産管理で不利益を被ら ないよう 支援する制度のこ と 。
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施策2 　 障がい の有無に よ ら ず

安心し て 暮ら せる 共生社会の実現

○障がいのある 人が重度化・ 高齢化し ても 、 安心し て

地域での生活ができ るよ う 、 必要な障がい福祉サー

ビ スや相談を 受けら れる 体制を 整備する と と も に質

の向上に努めます。

〇医療的ケアが必要な人や強度行動障がい＊1 のある 人

など、 特別な支援を 必要と する 人への支援技術、 知

識を 持っ た人材の育成やサービ ス基盤の充実に努め

ます。

○障がいのある 人が安心し て医療を 受けら れる よう 支

援を行う と と も に、 医療機関と の連携に努めます。

農業と 障がい福祉の連携

放課後等デイ サービス＊2

○就職を 希望する 障がいのある人へ相談から 定着まで

の伴走型支援を 行う と と も に、 労働局など関係機関

と 連携し 障がい者雇用企業の拡大に取り 組みます。

○就職が難し い障がいのある 人に対応し た就労の場の

確保や、 福祉施設の工賃増額への取組を促進し ます。

雇用促進と 就労支援の充実3

○乳幼児健康診査や発達相談を 実施し 、 障がいの早期

の気づき から 、 いち早い専門的療育につなげます。

○学齢期においても 障がい特性に応じ た指導・ 支援に

取り 組むと と も に、 学校と 福祉が連携し ながら 社会

参加までの切れ目のない支援を行います。

早期の気づき 、 療育・ 教育の充実2

関連する施策

●障がいのある人の生き づら さ や差別の解消、 社会参加の推進　 …P1 1 5

●子ども や家庭への温も り のある支援　 …P1 3 2

●学力・ 体力に自信をも ち、 世界と 共に生き る心豊かな子ども を育む学校教育の推進　 …P 1 3 7

●こ こ ろ と 身体の健康の増進　 …P 1 4 3

●誰も がいき いき と 働ける環境づく り 　 …P1 5 5

●農林水産業を活かし たまちづく り 　 …P1 6 0

●安心し て住み続けら れる良好な住環境の創出　 …P 1 8 9

地域生活の支援体制の充実1

＊1  直接的他害（ 噛み付き、 頭突き 等） や、 間接的他害（ 睡眠の乱れ、 同一性の保持等）、 自傷行為等が通常考えら れない頻度と 形式で出現し 、 様々

な養育上の努力はし ていても 、 行動面の問題が継続し ている状態のこ と 。

＊2  障がい児が放課後などに自立生活を営むための訓練や創作活動などを行う 場のこ と 。 障がい福祉サービスの一つ。
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施策3 　 生活に 困窮する 人に 寄り 添っ た 自立支援

○様々な生活上の課題を 抱えた人を 早期に把握し 、 自

立相談支援機関につなげら れる よ う 、 関係機関と の

連携を強化し ます。

○生活や就労に困難を 抱えた人の社会的・ 経済的不安

やおかれている 環境を 的確に把握し 、 それぞれの事

情や本人の思いに寄り 添っ た支援を 行い、 自立の促

進を図り ます。

個別の状況に応じ た支援1

軽作業での就労体験（ 就労準備支援事業）

農業体験（ 就労準備支援事業）

日常生活

自立

社会参加

就労訓練

一般就労

本人の状態に応じ た支援を 行います

関連する施策

●男女共同参画の推進　 …P 1 1 4

●子ども や家庭への温も り のある支援　 …P1 3 2

●こ こ ろ と 身体の健康の増進　 …P1 4 3

●農林水産業を活かし たまち づく り 　 …P1 6 0

●安心し て住み続けら れる良好な住環境の創出　 …P1 8 9

関連する 主な 分野別計画

●新潟市地域福祉計画　 　 　 　 　 　 ●新潟市地域包括ケア計画　 　 　 　 　 　 ●新潟市障がい者計画

●新潟市障がい福祉計画・ 新潟市障がい児福祉計画

政策指標

健康寿命（ 日常生活に制限のない期間の平均）【 再掲】

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

男性　 7 2 .5 2 歳
女性　 7 5 .4 4 歳
（ 令和元年）

男性　 7 2 .7 8 歳
女性　 7 5 .9 5 歳

（ 令和4 年）

男性　 7 3 .5 3 歳
女性　 7 6 .7 0 歳
（ 令和1 0 年）

障がいを理由と し て差別・ 暮ら し にく さ を感じ たり 、
いやな思いをし たこ と がない障がい者の割合【 再掲】

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

6 9 .4 ％
（ 令和2 年度）

7 1 .4 ％
（ 令和8 年度）

7 3 .4 ％
（ 令和1 1 年度）

就労支援を受けた生活困窮者のう ち、就労や増収に
つながっ た人の割合

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

3 5 .0 ％
（ 令和3 年度）

5 5 .0 ％
（ 令和8 年度）

7 5 .0 ％
（ 令和1 2 年度）

住み慣れた地域で安心し て暮ら し 続けるこ と が
できると 思う 高齢者の割合

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

7 9 .3 ％
（ 令和4 年度）

8 0 .0 ％
（ 令和8 年度）

8 0 .0 ％
（ 令和1 2 年度）

障害者雇用率

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

2 .0 8 ％
（ 令和3 年度）

2 .3 0 ％
（ 令和8 年度）

2 .6 0 ％
（ 令和1 2 年度）

指標の定義や目標設定の考え方をP2 6 5 ～2 7 8 に記載し ています。
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